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2025年 6月 17日

松田町

中日本高速道路株式会社 東京支社 秦野工事事務所

松田町（町長・本山
もとやま

博幸
ひろゆき

）および NEXCO 中日本 東京支社 秦野工事事務所（秦野市立野台、所長・内田
う ち だ

 美
よし

範
のり

）は、2025 年 6 月 14 日に開催した松田町・寄村合併 70 周年記念式典で、建設中の E1A 新東名高速道路（新

東名）新秦野インターチェンジ（IC）～新御殿場 IC間の中津川
な かつがわ

に架かる橋（松田町 寄
やどりき

）の名称を発表しました。

橋の名称は、建設現場付近の 寄
やどりき

中学校の最後の卒業生（2019 年 3 月閉校）が地名の「やどりき」と、世界初・

唯一の構造※を採用した特徴的な橋の形を扇に見立て「やどりき双扇
そうせん

橋
きょう

」と命名しました。

 やどりき双扇橋は、急峻
きゅうしゅん

な丹沢山地において専門家の助言の下、2027 年度の開通を目指して高難度の工事を

進めています。

 今後も、松田町と NEXCO中日本は地域の発展を目指して、様々な取り組みを連携して進めていきます。

※ バタフライウェブと 2 面吊りのエクストラドーズド形式を組み合わせた形式を採用しています。バタフライウェブは、コンクリート橋桁

橋に用いられる、蝶型の薄型パネルで、軽量性、施工の効率性、経済性の面で優れた部材です。エクストラドーズド形式は、橋の構

造の一種で、主桁の剛性が高く、張り出し架設などの施工が可能となるという特徴があります。

お問い合わせ先

（お客さま専用）

NEXCO中日本お客さまセンター（24時間 365日対応）

TEL：0120-922-229（フリーダイヤル）

TEL：052-223-0333（フリーダイヤルがご利用になれないお客さま／通話料有料）

E1A 新東名に建設中の橋を「やどりき双扇橋」と名付けました

～寄中学校（2019年閉校）の最後の卒業生が命名

    松田町・寄村合併 70周年記念式典で発表 ～

橋名発表の様子 やどりき双扇橋の完成予想図記念品の贈呈
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■やどりき双扇橋について

 建設中の新東名（新秦野 IC～新御殿場 IC間）に位置。鍋
なべ

割山
わりやま

を源流とする中津川に架かる橋です。

  ・やどりき双扇橋の概要

・やどりき双扇橋ロゴマーク

別紙

IC

小
山

完成予想図

2025年 5月撮影

上部工の施工中

長さ ：上り線 277.5m 下り線 317.5ｍ

形式 ：※PC3径間連続エクストラドーズドバタフライウェブ箱桁橋

※２面吊りのエクストラドーズドとバタフライを組み合わせた形式は世界初・唯一

の形式

建設中区間

この度、「やどりき双扇橋」として橋の正式名称が決定したことを記念しロゴ

マークを作成しました。

地域のランドマークとして、広く PR していきます。



世界初の構造で 「アンバランスを科学する」橋 やどりき双扇橋



や
ど
り
き
双
扇
橋
は
、
新
東
名
高
速
道
路

新

秦
野
Ｉ
Ｃ
～
新
御
殿
場
Ｉ
Ｃ
間
、
神
奈
川
県
松
田

町
で
建
設
中
の
橋
で
す
。
春
は
新
緑
、
秋
は
紅
葉

に
包
ま
れ
た
中
津
川
の
上
空
に
架
か
り
ま
す
。

こ
の
風
光
明
媚
な
谷
に
は
、
当
初
設
計
時
点
で

は
見
抜
け
な
か
っ
た
広
範
囲
の
断
層
破
砕
帯
が
分

布
し
て
い
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
特
殊
な
状
況
下

で
も
地
震
等
に
よ
る
変
位
に
粘
り
強
く
対
応
す
る

た
め
に
エ
ク
ス
ト
ラ
ド
ー
ズ
ド
と
い
う
形
式
を
採

用
し
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
広
範
囲
に
広
が
る
破
砕
帯
と
の
離
隔

を
確
保
す
る
た
め
に
、
橋
の
下
部
構
造
を
左
右
で

非
対
称
な
支
間
割
（
橋
脚
と
橋
脚
の
間
）
で
設
計

し
ま
し
た
。
生
ま
れ
た
左
右
の
重
さ
の
ア
ン
バ
ラ

ン
ス
を
解
消
す
る
た
め
、
側
面
に
「
バ
タ
フ
ラ
イ

ウ
ェ
ブ
」
と
い
う
部
材
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

バ
タ
フ
ラ
イ
ウ
ェ
ブ
は
横
か
ら
見
た
形
が
蝶
の

よ
う
に
見
え
る
こ
と
か
ら
名
づ
け
ら
れ
た
製
品
で
、

通
常
の
も
の
と
比
べ
て
軽
量
に
な
っ
て
い
ま
す
。

横
か
ら
見
る
と
、
開
い
て
い
る
「
窓
」
の
よ
う
に

見
え
ま
す
。

こ
の
バ
タ
フ
ラ
イ
ウ
ェ
ブ
の
数
や
大
き
さ
を
調

整
す
る
こ
と
で
、
左
右
の
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
を
解
消

し
ま
し
た
。
２
面
吊
り
の
エ
ク
ス
ト
ラ
ド
ー
ズ
ド

と
バ
タ
フ
ラ
イ
ウ
ェ
ブ
を
併
用
し
た
構
造
や
、
大

型
バ
タ
フ
ラ
イ
ウ
ェ
ブ
の
採
用
は
、
世
界
初
と

な
っ
て
い
ま
す
。

た
だ
、
バ
タ
フ
ラ
イ
ウ
ェ
ブ
を
活
用
し
て
も
よ

り
支
間
の
離
れ
た
下
り
線
は
ま
だ
ア
ン
バ
ラ
ン
ス

で
し
た
。
そ
こ
で
、
非
常
に
珍
し
い
方
式
と
し
て
、

ト
ン
ネ
ル
内
に
橋
台
と
橋
桁
（
約
20

メ
ー
ト
ル
）

を
入
れ
込
む
形
と
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
つ

い
に
左
右
の
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
を
解
消
で
き
ま
し
た
。

こ
の
場
所
に
橋
を
架
け
る
た
め
に
は
様
々
な
制

約
・
難
題
が
発
生
し
ま
し
た
が
、
最
新
科
学
で
解

決
を
図
っ
て
い
ま
す
。

①破砕帯との隔離を確保するため、アンバランスな下部構造で設計

③下り線はそれでもアンバランスだったので、トンネル内に橋桁を入れ込みバラン
スを確保。

やどりき双扇橋の科学
-設計

バタフライウェブの「窓」。
各所で異なる大きさを採用し、
重量のバランスをとっている

②重さのバランスをとるため、バタフライウェブを採用

2025年5月時点



やどりき双扇橋の科学
-施工

や
ど
り
き
双
扇
橋
の
工
事
は
２
０
１
４
年
か
ら

始
ま
り
ま
し
た
。
（
工
事
名
：
新
東
名
高
速
道
路

中
津
川
橋
工
事
）

急
峻
か
つ
狭
隘
な
谷
地
で
の
工
事
と
な
る
た
め
、

重
機
や
資
材
を
運
搬
す
る
た
め
の
工
事
用
道
路
を

作
る
と
こ
ろ
か
ら
工
事
は
ス
タ
ー
ト
。

橋
梁
本
体
の
工
事
に
着
手
す
る
ま
で
、
５
年
を

要
し
ま
し
た
。
他
に
も
近
接
し
て
い
た
高
圧
線
の

移
設
な
ど
、
様
々
な
ハ
ー
ド
ル
を
乗
り
越
え
て
い

ま
す
。

本
体
工
事
に
着
手
し
て
か
ら
も
多
く
の
課
題
に

取
り
組
み
な
が
ら
工
事
を
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。

一
例
と
し
て
、
バ
タ
フ
ラ
イ
ウ
ェ
ブ
は
す
べ
て

工
場
で
製
作
し
て
い
ま
す
。
通
常
、
工
場
で
製
作

す
る
場
合
は
同
じ
製
品
を
大
量
に
作
る
こ
と
が
メ

リ
ッ
ト
と
な
り
ま
す
が
、
本
橋
で
用
い
る
バ
ラ
フ

ラ
イ
ウ
ェ
ブ
は
バ
ラ
ン
ス
を
と
る
た
め
に
様
々
な

大
き
さ
が
あ
る
「
一
品
も
の
」
ば
か
り
。
そ
れ
で

も
、
現
場
で
は
製
作
が
で
き
な
い
た
め
、
す
べ
て

を
工
場
で
製
作
す
る
と
い
う
異
例
の
方
法
を
と
り

ま
し
た
。

大
型
の
バ
タ
フ
ラ
イ
ウ
ェ
ブ
は
過
去
に
例
が
な

い
の
で
、
吊
り
上
げ
試
験
や
架
設
試
験
を
繰
り
返

し
て
品
質
に
問
題
が
無
い
こ
と
を
確
認
し
な
が
ら

進
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
大
型
の
バ
タ
フ
ラ
イ

ウ
ェ
ブ
は
車
両
で
運
搬
が
で
き
な
い
た
め
、
工
場

で
作
成
さ
れ
た
３
分
割
の
部
材
を
現
場
で
接
合
し

て
い
ま
す
。

２
０
２
５
年
６
月
時
点
で
は
、
「
主
塔
」
と
い

う
、
ケ
ー
ブ
ル
を
吊
る
部
分
が
塔
頂
部
を
残
し
て

完
成
し
、
橋
桁
部
分
の
張
り
出
し
を
進
め
て
い
ま

す
。

工事用道路

橋の重さ約18,000トン
（車約12,000台分）

大型のバタフライウェブは
車両で運搬ができない
ので、３分割した部材
を現地で組み立て。

仮設構台に使われている鉄の量
約8,000トン（東京タワー2基分超）

建設開始前の空撮写真（2007年）

2025年5月時点

主塔



地域の

ランドマークとして

や
ど
り
き
双
扇
橋
が
架
か
る
「
中
津
川
」
は
、

鍋
割
山
を
源
流
と
す
る
清
流
で
、
上
流
に
は
ロ
ウ

バ
イ
で
有
名
な
寄
ロ
ウ
バ
イ
園
が
あ
り
ま
す
。

２
０
１
９
年
、
本
橋
の
近
隣
に
あ
っ
た
「
寄
中

学
校
」
が
残
念
な
が
ら
閉
校
と
な
っ
て
し
ま
い
ま

し
た
。
閉
校
と
な
っ
た
後
も
郷
土
愛
を
持
ち
続
け

て
も
ら
え
る
よ
う
、
松
田
町
と
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｏ
中
日

本
が
共
同
で
企
画
し
、
最
後
の
卒
業
生
に
橋
の

「
命
名
」
を
お
願
い
し
ま
し
た
。

卒
業
生
は
、
エ
ク
ス
ト
ラ
ド
ー
ズ
ド
の
形
を
二

つ
の
「
扇
」
に
見
立
て
、
故
郷
の
地
名
を
付
し
て

命
名
さ
れ
ま
し
た
。
奇
し
く
も
、
こ
の
難
し
い
地

形
に
対
応
す
る
た
め
に
編
み
出
さ
れ
た
エ
ク
ス
ト

ラ
ド
ー
ズ
ド
の
形
が
、
名
前
の
元
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
名
称
は
、
２
０
２
５
年
６
月
14

日
に
開
催

さ
れ
た
松
田
町
・
寄
村
合
併
70

周
年
記
念
式
典
で

発
表
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。

ま
た
、
地
域
の
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
と
し
て
多
く
の

皆
さ
ま
に
親
し
み
を
持
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、
橋

を
上
か
ら
展
望
し
、
工
事
に
つ
い
て
解
説
す
る

「
松
田
事
業
Ｐ
Ｒ
館
」
を
設
置
し
て
い
ま
す
。
２

０
２
５
年
時
点
で
６
０
０
０
人
を
超
え
る
お
客
さ

ま
に
お
越
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
た
、
松
田
町
と
共
同
で
地
元
住
民
の
皆
さ
ま

向
け
の
見
学
会
を
毎
年
開
催
し
、
多
く
の
方
に
ご

参
加
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

本
橋
の
完
成
、
そ
し
て
新
秦
野
Ｉ
Ｃ
～
新
御
殿

場
Ｉ
Ｃ
間
の
開
通
に
よ
り
、
円
滑
な
モ
ビ
リ
テ
ィ

の
確
保
、
物
流
効
率
化
へ
の
貢
献
、
観
光
地
へ
の

入
込
客
数
の
増
加
、
救
急
医
療
へ
の
貢
献
な
ど
、

更
な
る
地
域
の
活
性
化
に
つ
な
げ
て
い
き
ま
す
。

松田町民向け現場見学会
年に１回の恒例行事です。
毎年多くの方にご参加
いただいています。

松田事業PR館
6,000人を超えるお客さまに
お越しいただいています。

寄ロウバイ園のロウバイ
毎年1～2月に見ごろを迎えます。
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松田町・寄村合併70周年記念式典の
様子
「やどりき双扇橋」名称を式典内で発表
したほか、寄中学校の卒業生への記念
品の贈呈や、キャラクターグリーティング、
PRブースの出展などをおこないました。
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